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令 和 5 年 度 教 育 行 政 執 行 方 針

Ⅰ はじめに

令和 5年第 1 回定例会の開会にあたり、名寄市教育委員会の教育

行政の執行に関する基本的な方針について申し上げます。

新型コロナウイルス感染症の影響が長期にわたる中、令和 5年度

から、国では新しい時代にふさわしい質の高い教育の実現に向けた

第 4期教育振興基本計画がスタートします。

また、北海道教育委員会では、北海道が目指す「自立」と「共生」

の基本理念を継承した新たな北海道教育推進計画の下、本道の教育

課題の解決に取り組みます。

名寄市教育委員会では、このような国や道の動向を踏まえるとと

もに、名寄市総合計画後期基本計画の一年目にあたり、改めて教育・

文化・スポーツ分野における基本目標である「生きる力と豊かな文化

を育むまちづくり」を胸に刻み、その実現に向け、令和 5年度の学校

教育推進計画、社会教育推進計画の確実な推進に努めてまいります。

以下、令和 5年度の学校教育、社会教育の主な施策について申し

上げます。
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Ⅱ 重点施策の展開

１ 学校教育の重点施策の展開

はじめに、令和 5年度の学校教育における重点施策について申し

上げます。

学校教育では、令和 4年度に名寄南小学校が学校力の向上の取組

などが評価され、文部科学大臣優秀教職員組織表彰を受賞しました。

本市の学校教育の取組が全国的に評価されたことを糧に、令和 5年

度の学校教育については、名寄市学校教育推進計画に基づき、4つの

重点的な取組を進めてまいります。

（１）生きる力を育てる教育の推進

まず、第一に生きる力を育てる教育の推進についてであります。

これからの複雑で変化の激しい社会においては、子供たちが自信

をもって自分の人生を切り拓き、よりよい社会と幸福な人生の創り

手となる生きる力を身に付けられるようにすることが重要です。

そのため、各学校の教育課程については、学習指導要領の社会に開

かれた教育課程の理念に基づき、家庭や地域と連携・協働して教育活

動の充実が図られるよう適切な編成・実施に努めてまいります。

確かな学力を育てる教育の推進については、各学校が全国学力・学

習状況調査などにより把握した児童生徒の実態等を踏まえ、育成を
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目指す資質・能力を明確にして、主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた日常の授業改善を積み重ねていくことが大切です。

そのため、児童生徒一人一人の資質・能力、興味・関心・意欲など

を的確に捉え、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実が図ら

れるよう、一人 1台端末の効果的な活用や加配教員等による小学校

における教科担任制の取組などにより指導方法・指導体制の工夫改

善に努めてまいります。

また、引き続き、名寄市教育改善プロジェクト委員会を中心に学力

向上の取組の検証と改善を組織的・効果的に行うとともに、北海道教

育委員会の指定事業「学校力向上に関する総合実践事業」に取り組み、

市内の学校が一体となった学力向上の取組を推進してまいります。

豊かな心を育てる教育の推進については、人間尊重の精神、自他の

生命を尊重する心、規範意識や公正な判断力などを育てることが大

切です。

そのため、「特別の教科 道徳」を要として、地域教材の効果的な

活用や家庭、地域との連携を図りながら、学校の教育活動全体を通し

て道徳性を養う道徳教育の充実に努めてまいります。

生徒指導については、課題解決的な対応にとどまることなく、教師

と児童生徒との信頼ある関係の中で、すべての児童生徒の発達を支

え、課題の未然防止ができるよう積極的な生徒指導の充実に努めて
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まいります。

いじめの根絶に向けては、教育委員会及び全小中学校において定

めている「いじめ防止基本方針」及び「いじめ防止等対策組織」に基

づき、すべての教職員がいじめの定義や組織的な対応などについて

一層理解を深め、家庭や地域、関係機関と連携して未然防止、早期発

見・早期対応に努めてまいります。

また、「名寄市小中高いじめ防止サミット」を引き続き実施し、各

学校のいじめ防止の取組の交流を通じて、児童生徒の自発的・自治的

な活動によるいじめ根絶の取組の活性化を図り、いじめ根絶のため

の取組をさらに徹底してまいります。

読書活動については、全小学校に配置している学校司書を活用し

た図書の選定や配置の工夫、市立図書館との連携した取組などによ

り、児童生徒が図書に興味・関心をもち読書意欲を高めるよう取り組

んでまいります。

健やかな体を育てる教育の推進については、児童生徒の心身の調

和のとれた発達を図るためには、運動を通じて体力を養うとともに、

食育の推進を通じて望ましい食習慣を身に付けるなど、健康的な生

活習慣を形成することが大切です。

そのため、各学校が全国体力・運動能力、運動習慣等調査などによ

り把握した児童生徒の実態等を踏まえ、体育・保健体育の授業改善に
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努めるとともに、「1校 1実践」の体力づくりや「早寝、早起き、朝

ごはん」の取組が充実するよう努めてまいります。

食育については、栄養教諭の専門性を生かし、学校給食を生きた教

材として効果的に活用するほか、各学校における食育推進体制の一

層の整備、家庭や地域と連携した望ましい食習慣を身に付ける取組

の充実などに取り組んでまいります。

学校給食については、使用する食材については安全・安心な食材の

選定に細心の注意を払い、生産者や納入業者と連携して地産地消に

努め、児童生徒の健康や食育に資する献立の創意工夫に取り組んで

まいります。

（２）信頼される学校づくりの推進

第二に、信頼される学校づくりの推進について申し上げます。

児童生徒一人一人が資質・能力を最大限に伸ばし、この学校で学ん

でよかったと思っていただける学校とするためには、各学校が地域

社会に開かれ、家庭や地域と信頼し合える関係を構築して、連携・協

力して子どもたちをともに育てることが重要です。

そのため、学校と地域がパートナーとして連携・協働しながら学校

運営に取り組む「コミュニティ・スクール」の一層の推進に努めてま

いります。
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特に、学校と地域との連絡・調整を図り、連携・協働を推進するた

めに市内の全学校運営協議会に配置した地域コーディネーターが、

その役割を発揮できるよう取り組んでまいります。

各学校の学校経営については、児童生徒がよりよい教育活動等を

享受できるよう、学校評価により明らかになった成果と課題を踏ま

え、本市共通モデルの学校経営計画及び学級経営案を効果的に活用

して、組織的・継続的に改善が図られるよう取り組んでまいります。

小中一貫した教育については、各小中学校が義務教育 9年間を連

続した教育課程として捉え、学習指導や生徒指導で協力して児童生

徒の資質・能力を伸ばすことが大切です。

そのため、各地区の小中学校において、児童生徒・学校・地域の実

態等を踏まえた具体的な取組が進むよう努めてまいります。

とりわけ、智恵文地区と風連地区については、名寄市小中一貫教育

校合同連絡会議を計画的に開催し、取組内容の質を高めるよう努め

てまいります。

また、令和 6年 4 月に本市初の義務教育学校となる智恵文小中学

校開校に向け、地域の特色を生かした社会に開かれた教育課程が編

成・実施できるよう準備してまいります。

教職員の資質・能力の向上については、教育の質は直接、児童生徒

の教育活動等を担う教職員の力量に影響されることから、常に研究
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と修養に努め、専門性の向上を図っていただけるよう、教職員の研修

機会の確保と研修内容・方法の工夫改善に努めてまいります。

特に、北海道教育委員会の指導主事による学校訪問の積極的な活

用や、ミドルリーダーを核に名寄市教育改善プロジェクト委員会な

どの名寄市教育研究所での活動等を通じて、教職員が主体的に学び

合えるよう支援に努めてまいります。

学校における働き方改革の推進については、名寄市教育改善プロ

ジェクト委員会を中心に、各学校において教職員の意識改革を進め、

短期的な検証改善サイクルを構築するなどして、教職員一人一人が

働き方が改善されているという実感をもつことができるよう取り組

んでまいります。

（３）社会の変化や多様な教育ニーズへの対応

第三に、社会の変化や多様な教育ニーズへの対応について申し上

げます。

まず、特別支援教育については、児童生徒一人一人の教育的ニーズ

に応じた支援を行うとともに、障がいのある児童生徒と障がいのな

い児童生徒が、可能な限りともに学ぶ「インクルーシブ教育システム」

を構築することが重要です。

そのため、特別な支援を必要とする児童生徒への就学前から学齢
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期、社会参加まで、関係機関などとの連携を充実させながら、切れ目

ない支援体制の整備を図ってまいります。

また、名寄市立大学と連携し、特別支援教育に関する研修の充実や

特別支援学校教諭免許状の取得率の向上を目指してまいります。

さらに、一人一人の教育的ニーズに応じたきめ細かな支援に努め

ることができるよう、名寄版個別の支援計画「すくらむ」の効果的な

活用や学習支援員、生活支援員を適切に配置してまいります。

不登校児童生徒への対応については、一人一人の実情などに応じ

たきめ細かな指導・支援を行う必要があることから、学校における児

童生徒理解・教育支援シートなどの各種データを有効に活用すると

ともに、各学校が教育相談センター、こども未来課などの関係機関と

連携を図りながら、組織的、計画的、継続的に対応できるよう努めて

まいります。

また、状況に応じてスクールソーシャルワーカーを学校などに派

遣し、効果的な支援について関係者が協議できる機会を設けるとと

もに、中学校に配置している心の教室相談員による教育相談が、必要

に応じて小学校でも実施できるよう取り組んでまいります。

さらに、不登校児童生徒の様々な状況やニーズなどに対応できる

よう、適応指導教室の利用や学校における別室登校などの受入体制

の工夫、一人 1台端末を活用したオンラインによる学習支援やカウ
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ンセリングの実施など、多様で効果的な教育や相談の機会・場の確保

に努めてまいります。

情報教育については、Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0 の時代を迎え、これから

の未来を創る児童生徒には、情報活用能力の育成が必須であること

から、一人 1台端末を適切、効果的に活用した教育活動の充実と必

要なＩＣＴ環境の整備を進めてまいります。

また、最近のインターネット上での誹謗中傷やいじめ、犯罪や違

法・有害情報の問題の深刻化、インターネット利用の長時間化などの

状況を踏まえ、児童生徒に対して「情報社会で適正な活動を行うため

の基になる考え方と態度（情報モラル）」の育成に努めてまいります。

国際理解教育については、各学校において、外国人英語指導助手を

効果的に活用し、英語によるコミュニケーション能力の育成や他国

の文化や考え方を理解する取組が充実するよう取り組んでまいりま

す。

また、外国語活動・外国語の授業においても、一人 1台端末やデジ

タル教科書を効果的に活用して、児童生徒が英語などの外国語に慣

れ親しみ、主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度が養わ

れるよう取り組んでまいります。

キャリア教育については、学校教育全体を通じて児童生徒に学校

で学ぶことと社会との接続を意識させ、社会的・職業的自立に向けて
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基盤となる資質・能力が育成されるよう努めるとともに、各学校にお

いて職場見学や職場体験活動、社会人講話などを実施し、児童生徒の

望ましい勤労観や職業観を育てる指導が充実するよう努めてまいり

ます。

主権者教育については、児童生徒にとって一番身近な社会である

学級や学校において、教科等の連携を図った学習や、学級活動、児童

会・生徒会活動などの自発的、自治的な活動の中で、生活上の課題を

見出し、課題を解決するための話し合いや合意形成を図る経験が積

めるよう取り組んでまいります。

また、児童生徒が身近な地域の魅力や課題などを知り、地域社会の

一員として関わることができるような機会の創出に努めてまいりま

す。

部活動改革については、国が示した「段階的な地域部活動への移行」

に向け、地域の競技団体や関係者の方々と協議を進めるとともに、名

寄市教育改善プロジェクト委員会と連携し、教職員の負担軽減と生

徒の活動機会の確保を両輪とした「ＮＡＹＯＲＯスタイル部活動改

革推進事業」の推進に努めてまいります。

（４）安全・安心な教育環境の整備
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第四に、安全・安心な教育環境の整備について申し上げます。

まず、未耐震施設で老朽化が著しい名寄中学校については、名寄中

学校校舎等改築検討委員会を中心に基本設計で必要事項を検討協議

し、基本設計終了後、実施設計を進めてまいります。

智恵文小中学校については、令和 6年 4 月の義務教育学校開校に

向けて、小学校棟の改築工事、既存校舎の全面改修工事、グラウンド

整備などの外構工事を進めてまいります。

また、市内小中学校の和式トイレについては、計画的に洋式トイレ

に改修してまいります。

給食センターについては、より安全・安心で安定した学校給食を提

供するため、職員休憩室や食材検収室などの増改修及び老朽化した

厨房内配管などの更新を実施してまいります。

危機管理については、学校をはじめ各関係機関と連携し、「危機管

理マニュアル」や「安全マップ」などの適宜見直しと、それに基づく

校内や登下校時の安全確保に向けた取組を徹底してまいります。

また、通学路における児童生徒の安全を図るため、名寄市通学路安

全推進会議を核に、関係機関と連携し、継続的に安全点検や安全対策

に努めてまいります。

さらには、性犯罪・性暴力を根絶するため国が進めている「生命の

安全教育」に取り組み、学校における児童生徒がＳＯＳを出せる環境
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づくりや相談体制の強化を図るとともに、学校、家庭、地域が連携し

て生命の尊さを学び生命を大切にする教育や、一人一人を尊重する

教育が一層徹底されるよう取り組んでまいります。

２ 社会教育の重点施策の展開

次に、社会教育の重点施策について申し上げます。

社会教育では、令和 4年度に名寄文化センターがオンラインを活

用した取組が評価され、国の第 75回優良公民館表彰を受賞しました。

本市の社会教育の取組が全国的に評価されたことを糧に、令和 5年

度の社会教育については、名寄市社会教育推進計画に基づき、次の 4

つの重点的な取組を進めてまいります。

（１）生涯学習社会の形成

まず、第一に、生涯学習社会の形成について申し上げます。

生涯学習活動の推進と学習への支援については、社会教育施設間

の情報共有や連携を図り、施設が相互協力できる体制づくりを進め

るとともに、学びに関する相談体制の充実として、生涯学習推進アド

バイザーを継続して配置してまいります。

また、デジタルを効果的に活用した情報の発信や、オンラインでの



- 13 -

講座の実施を通じて、多様な交流やつながりの機会を広げてまいり

ます。

公民館活動については、市民講座など特色ある生涯学習活動を推

進し、分館活動を含めた多様で身近な学習機会の提供に努めてまい

ります。

特に、名寄市公民館では、体験型の講座「エンレイカレッジ」を実

施し、名寄の魅力や歴史に触れるとともに、オンラインでの学習機会

の提供に努めてまいります。

智恵文公民館では、小中学校や地区の各種団体との連携のもと、農

村地区という地域の歴史や自然などの特性を踏まえ、世代間で交流

しながら地域資源を継承する生涯学習活動の推進に努めてまいりま

す。

風連公民館では、ふうれん地域交流センターを拠点とし各種団体

と連携・協働した事業を実施するとともに、陶芸センターを活用した

公民館講座の開催や地域の伝統芸能活動など生涯学習活動の推進に

努めてまいります。

次に、市立図書館については、市民の読書活動と学びを支援する身

近な教育施設として、利用者ニーズに即した資料収集および機能の

充実に努め、きめ細やかな読書サービスを提供してまいります。

また、「第 4次名寄市子どもの読書活動推進計画」に基づき、家庭、
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地域で活動するボランティア団体、幼児施設、学校と連携を図り、各

種行事の開催や情報発信、読書環境整備などの具体的な取組を推進

してまいります。

北国博物館については、引き続き、地域に根差した視点に立って、

地域の歴史や自然、文化を伝える普及事業や各種展示会の充実に取

り組み、何度でも来館したくなるような魅力ある施設運営に努めて

まいります。

なよろ市立天文台については、観望会やプラネタリウム、映像配信

のほかデジタル技術を活用した取組により、市民の皆様に日頃から

星空への興味関心を持ってもらえるよう、天文普及に努めてまいり

ます。また、天文台の協力団体と連携を図り、天文普及活動や情報発

信に取り組んでまいります。

さらに、移動天文台車を利用し、名寄市内だけでなく近隣地域や東

京都杉並区での観望会を行い交流に努めるとともに、北海道大学や

国立天文台・石垣島天文台など観測・研究機関との協力により、研究

観測を推進してまいります。

次に、地域連携・協働による社会教育の推進については、地域の人

づくり、つながりづくり、地域づくりの一端を担うため、町内会や地

域の各種団体との連携を工夫して、社会教育活動を推進してまいり

ます。
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また、「学校を核とした地域づくり」を進めるため、地域学校協働

活動を推進するとともに、「地域とともにある学校づくり」の充実が

図られるよう、地域学校協働活動等人材バンクの登録と活用の推進

に努めてまいります。

（２）家庭教育の推進

第二に、家庭教育の推進について申し上げます。

家庭における教育力を向上させるため、子育て中の家庭同士の交

流を図るなど、家庭教育支援事業の充実と、家庭教育や子育てに関す

る学習や相談機会が気軽に得られるよう､情報提供や相談体制の整

備に努めてまいります。

また、地域全体で家庭や子どもを支え見守る環境をつくるため、市

民への啓発や、北海道教育委員会と協定を締結する家庭教育サポー

ト企業の拡大に努めてまいります。

（３）青少年の健全育成

第三に、青少年の健全育成について申し上げます。

未来をつくる青少年が心の豊かさ、創造性や社会性などを養い、時

代の変化に的確に対応できる人間として育つよう、教育環境の整備

に努めてまいります。
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高校生や青年のリーダーを育成するために、子ども会育成連合会

と連携したリーダー育成事業などに取り組んでまいります。

また、学校外での体験活動を推進するために、フットサル大会の開

催や、自然を活かした体験活動として、野外体験学習事業「へっちゃ

ＬＡＮＤ2023」、東京都杉並区との小学生交流として、夏季の「都会

っ子交流」及び冬季の「自然体験交流」に取り組んでまいります。

名寄市二十歳を祝う会については、二十歳を対象とし、実行委員会

を中心に企画運営を行い、趣向を凝らした内容で開催してまいりま

す。

名寄市児童センター、風連児童会館では、自由来館型の施設として、

遊びやスポーツ、各種行事や体験活動を通じて児童の健全育成を図

ってまいります。

放課後児童クラブでは、放課後における児童の安全・安心な居場所

を提供することを通して、保護者の仕事と子育ての両立を支援して

まいります。また、施設運営の充実や環境の整備を図り、児童の健全

育成に努めてまいります。

民間学童保育所に対しては、児童の安全・安心な居場所となるよう

環境整備、運営に対し、必要な支援を行ってまいります。

青少年センターでは、地域や各学校、関係機関などと連携を図り、

青少年の問題行動の未然防止や安全確保に努めてまいります。
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また、不審者対策や犯罪のない地域づくりのために、市内の巡視活

動を行い、子どもたちが安全・安心に学び遊べる環境づくりに努力し

てまいります。

教育相談センターでは、児童生徒や保護者などからの悩み相談に

ついて、職員が電話や面談で相談に応じてまいります。

社会が多様化する中で、不登校などの様々な悩みの受け皿が必要

とされていることから、学校や家庭、関係機関との情報交換、連携を

強化し、教育相談体制の一層の充実に努めてまいります。

適応指導教室では、不登校児童生徒の心情や悩みを受け止め、生活

支援や学習支援を行いながら、学校復帰と社会的な自立に向けた取

組を行ってまいります。

放課後子ども教室では、小学 4年生から小学 6年生までを対象に、

勉強やスポーツ、文化活動、地域との交流活動などに取り組み、自ら

学ぶ姿勢を高め、学習習慣の定着を図ってまいります。

（４）地域文化の継承と創造

第四に、地域文化の継承と創造について申し上げます。

名寄市文化芸術振興条例並びに名寄市文化芸術の振興に関する基

本方針に基づき、文化芸術の振興と継承を図り、市民個人や団体によ

る自主的、創造的な文化芸術活動を推進してまいります。
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市民文化センター大ホールＥＮ－ＲＡＹやふうれん地域交流セン

ターを核とした鑑賞事業、アウトリーチを含めた文化芸術鑑賞事業

を実施するとともに、優れた文化芸術に触れる機会の提供として、文

化芸術鑑賞バスツアーを実施してまいります。また、市民が日頃の文

化活動の成果を発表する文化祭を実施してまいります。

歴史や文化財の継承については、北国博物館を核として地域に関

わる歴史や文化の普及活動に努めるとともに、地域の宝として文化

財の保護と伝承活動の支援に努めてまいります。

Ⅲ むすび

以上、令和 5年度の教育行政執行方針について、その概要を申し

上げました。

名寄市は、幼稚園・小学校・中学校・高等学校・市立大学を抱える

教育都市であり、将来の地域を支える人材を育てる大きな役割と責

任を担っております。

名寄市教育委員会といたしましては、ウィズコロナ・アフターコロ

ナを見据え、いつの時代も人を育む教育は社会の礎であり、発展の原

動力であることから、地域全体で名寄の教育をさらに充実させるこ

とができるよう、学校・家庭・地域・行政による連携・協力をこれま

で以上に強め、本市教育の振興・発展に熱意をもって誠心誠意取り組
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んでまいります。

議員並びに市民の皆様の一層のご理解とご協力をお願い申し上げ

ます。


